
1 

 

令和元年度亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会 会議録（概要版） 

（第２回会議） 

 

１．日時 

 令和２年３月２５日（水） １４：００～１５：３０ 

 

２．場所 

 亀岡市役所 別館３階 会議室 

 

３．会議次第 

  １ 開会 

  ２ 協議事項 

（１） 高齢者等実態調査の結果の概要について 

（２） 第８期亀岡市いきいき長寿プラン策定について 

（３） 亀岡市中部地域包括支援センターの変更について 

（４） その他 

  ３ 閉会 

 

４．配布資料 

・資料１  亀岡市高齢者等実態調査の結果について 

・資料２  亀岡市いきいき長寿プラン 

（亀岡市高齢者福祉計画・第８期亀岡市介護保険事業計画）の策定について 

・資料３  令和２年度亀岡市地域包括支援センターについて 

・当日資料 令和元年度 亀岡市地域密着型サービス事業者公募結果について 

 

５．出席者（敬称略） 

 ・松田 美智子【会長】  ・・・・・・天理大学 

 ・吉中 康子       ・・・・・・京都先端科学大学 

 ・飯野 茂【副会長】   ・・・・・・亀岡市医師会 

 ・天野 浩        ・・・・・・亀岡市歯科医師会 

 ・岩田 庄司       ・・・・・・亀岡市薬剤師会 

 ・永田 一夫       ・・・・・・社会福祉法人 亀岡市社会福祉協議会 

 ・中川 國彦       ・・・・・・亀岡市民生委員児童委員協議会 

 ・平井 峰子（欠席）   ・・・・・・公益社団法人 亀岡市シルバー人材センター 

 ・細川 景子       ・・・・・・社会福祉法人 利生会 

 ・前渕 功        ・・・・・・社会福祉法人 友愛会 

 ・西村 隆美       ・・・・・・亀岡ボランティア連絡協議会 

 ・山木 茂        ・・・・・・亀岡市老人クラブ連合会 
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 ・法貴 雅男       ・・・・・・亀岡市自治会連合会 

 ・八木 愛子       ・・・・・・市民代表 

 ・仲  奈々子      ・・・・・・市民代表 

 ・四方 啓子       ・・・・・・京都府南丹広域振興局 

＜事務局＞ 

 ・亀岡市 健康福祉部 高齢福祉課 

 

６．主な協議内容 

（事務局） 【開会】 

【開会挨拶】 

（事務局） 

・ 欠席者のお知らせ 

 

協議事項（１）高齢者等実態調査の結果の概要について 

（事務局資料説明）資料１  

【質疑応答等】 

（委員） 

・ 資料の日常生活評価のところについて、点数の付け方と自立度の関係について説明をお願い

します。 

（事務局） 

・ できている人ほど点数が高く、できない人は点数がつかないです。５つの項目に全てできる

と回答した人は５点となります。表現が不明確な部分については修正させていただきたいと

思います。 

（委員） 

・ 選択肢によって点数を変えてメリハリをつけた方が実態が反映されるのではないでしょう

か？ 

（事務局） 

・ 調査の集計方法については検討させていただきます。 

 

協議事項（２）第８期亀岡市いきいき長寿プラン策定について 

（事務局資料説明）資料２ 

 

協議事項（３）亀岡市中部地域包括支援センターの変更について 

（事務局資料説明）資料３ 

【質疑応答等】 

（委員） 

・ 亀岡市医師会報に各事業所を紹介したもの冊子を作製する予定ですので、完成しましたら医

師会のほうにお問い合わせいただければと思います。 
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協議事項（４）その他 

（事務局資料説明）当日資料 

【意見・感想等】 

（委員）  

・ 介護予防をする地域の風土を作ることが大事だと思います。亀岡市と協力してサポーター講

座を開いて広報活動を行っても、参加が少ないのが現状です。この会議に参加される皆様が

介護予防の広告塔になっていただければと思います。 

・ 今は感染症が流行していますが、一丸となって、亀岡市が一番介護予防に取り組んでいると

認識されるようにかんばっていきたいと思います。 

 

（委員） 

・ 介護を受けられる方の意識も今後変わっていくと考えます。そのあたりを考慮して、プログ

ラムが作られていけばと思います。 

 

（委員） 

・ 次年度に第８期の事業計画を策定していくということですが、亀岡市の地域福祉計画の改定

と同じタイミングとのことなので、整合性を図っていただき、それを受けて社会福祉協議会

でも活動計画を立てていきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

・ 介護保険に関しては亀岡の特性をどのように生かすかを検討していただかなければ、地域間

競争に遅れてしまうのではないかと思います。 

 

（委員） 

・ 地域包括支援センターの体制に変更があったとのことですが、詳細を説明願います。 

 

（事務局） 

・ 中部圏域である吉川町・薭田野町・大井町・千代川町を管轄する中部地域包括支援センター

が令和２年度から廃止となっており、その分をつつじヶ丘地域包括支援センターが受け持つ

こととなっております。令和３年度以降の体制については、令和２年度中に検討していきた

いと考えております。 

 

（委員） 

・ 体制が変わっても地域密着の連携体制がしっかりとれるようになれば良いなと思います。 

 

（委員） 

・ ニーズに沿ってサービスを提供していきたいと考えておりますが、サービス提供を担う職員
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が少ないのが現状ですので、市と協力して有資格者を育成・助成する仕組みを検討していた

だければと思います。 

 

（委員） 

・ サービスを提供する側がニーズに応えるのが難しいほど、人材が少ないのが現状です。サー

ビスは増やすけれども提供する人数を考えないと、結局はニーズに応えられなくなってしま

います。一法人だけで考えても答えが出ない問題なので、ともに考えていただければと思い

ます。 

 

（委員） 

・ 開業医として主治医意見書など介護保険に関わることもあり、母が介護保険サービスを利用

することもあるので、会議に参加して、様々な立場の方のご意見を伺うことができて非常に

有意義でした。 

 

（委員） 

・ 私自身、年を重ねるごとに生活に不自由を感じることもあります。様々な方にお世話になり、

有意義な会議だったと思います。 

 

（委員） 

・ 市内の各自治会のほうでは高齢者の方に対して様々な工夫をされています。脳トレや体操な

ど取り組まれています。最近では、自治会へ足を運ぶのが難しい方も増えてきているので、

例えば区ごとなど小さい範囲での活動ができないかと考えております。今後も介護予防が課

題になってくると考えました。 

 

（委員） 

・ 最近は介護保険制度への関心や理解が高まっていてすごく良いなと思っております。人材不

足が深刻と聞きましたので、新たに作られる施設がしっかり稼働するのか気になるところで

す。良い意見を出し合って利用者が安心して施設に入れるようにしていただきたいと思いま

す。 

 

（委員） 

・ 現在は高齢者というくくりが６５歳以上となっている制度ですが、７０歳まで働くと言われ

ている時代に６５歳から高齢者とするのは少し違和感があるように思います。 

・ ６５歳以上と７５歳以上で前期、後期と分けるだけではなく、８５歳以上でも分けてサービ

ス等考えていただけると分かりやすいと思います。そういった部分でも指標を出していただ

けたらと思います。 

 

（委員） 
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・ 今回の調査結果や今まで積み重ねられたデータを参考にされながら新しい計画ができまし

たら、皆様と一緒に進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

・ 亀岡市は地域によっては送迎に時間を費やしてしまうと思いますが、新しい施設を作るのも

難しいと思いますので、地域によって介護サービスの提供に差が出てしまうことについても

っと考える必要があると思います。 

 

（会長） 

・ 皆様ご意見ありがとうございました。いただいたご意見を参考にして今後に活かしていきた

いと思います。 

・ 本日の議事については以上になります。 

 

（事務局）【閉会】 

 

（１５：３０終了） 

 


